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紙
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本
書
は
、
本
書
の
原
版
は
一
九
七
九
年
に
中
公
新
書
の
一
冊
と
し
て
出
版

さ
れ
、
名
著
の
誉
れ
高
か
っ
た
も
の
の
、
絶
版
と
な
り
入
手
困
難
な
状
況
に

あ
っ
た
。
こ
の
た
び
、
著
者
岡
田
英
弘
が
監
修
す
る
清
朝
史
叢
書
の
第
一
冊

と
し
て
、
装
い
も
新
た
に
世
に
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
 

 
本
書
は
、
大
清
帝
国
の
支
配
を
確
立
し
た
康
煕
帝
（
在
位
一
六
六
一
～
一
七
二

二
年
）
に
よ
る
、
西
部
モ
ン
ゴ
ル
の
ジ
ュ
ー
ン
ガ
ル
部
長
ガ
ル
ダ
ン
に
対
す
る
、

三
度
に
亘
る
親
征
を
中
心
に
描
く
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
単
な
る
歴
史
叙

述
に
終
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
最
大
の
特
色
は
、
康
煕
帝
自
身
が
北
京

に
残
る
皇
太
子
に
対
し
て
送
っ
た
、
満
洲
語
の
自
筆
の
文
書
が
中
心
に
置
か

れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
皇
帝
の
私
信
と
し
て
の
性
格
も
有
す
る
、
こ
の
ユ
ニ

ー
ク
な
史
料
が
効
果
的
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
で
、
読
者
は
皇
帝
の
心
の
機
微

に
触
れ
、
読
み
物
と
し
て
の
面
白
さ
も
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 
序
「
清
朝
と
は
何
か
」
は
、
今
回
増
補
さ
れ
た
部
分
で
、
コ
ン
パ
ク
ト
な

大
清
帝
国
史
と
な
っ
て
お
り
、
続
く
本
編
の
内
容
を
大
き
な
歴
史
の
流
れ
の

中
に
位
置
づ
け
る
。
本
編
は
五
部
か
ら
成
り
、
ま
ず
「
中
国
の
名
君
と
草
原

の
英
雄
」
で
は
、
康
煕
帝
の
即
位
か
ら
実
権
の
奪
取
、
三
藩
の
乱
、
ガ
ル
ダ

ン
と
チ
ベ
ッ
ト
と
の
関
係
、
モ
ン
ゴ
ル
諸
勢
力
間
の
抗
争
の
様
相
な
ど
が
描

か
れ
、
康
煕
帝
が
対
ガ
ル
ダ
ン
親
征
に
向
か
う
背
景
を
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
 

 
「
ゴ
ビ
沙
漠
を
越
え
て
」「
狩
猟
絵
巻
」「
活
仏
た
ち
の
運
命
」
の
三
部
は
、

本
書
の
中
核
を
な
す
部
分
で
あ
り
、一
六
九
六
年
の
第
一
次
・
第
二
次
親
征
、

一
六
九
七
年
の
第
三
次
親
征
が
扱
わ
れ
る
。
こ
の
部
分
で
提
示
さ
れ
る
皇
太

子
へ
送
ら
れ
た
康
煕
帝
の
手
紙
に
は
、
行
軍
の
具
体
的
様
相
や
敵
で
あ
る
ガ

ル
ダ
ン
の
消
息
だ
け
で
な
く
、
ゴ
ビ
沙
漠
や
オ
ル
ド
ス
な
ど
も
含
め
、
モ
ン

ゴ
ル
世
界
の
生
態
や
自
然
環
境
が
極
め
て
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
点
も
注
目

に
値
す
る
。
ま
た
、
皇
帝
の
目
に
映
る
風
景
、
湧
き
上
が
る
様
々
な
感
情
、

北
京
に
残
る
家
族
へ
の
思
い
と
い
っ
た
、
編
纂
史
料
か
ら
で
は
決
し
て
う
か

が
う
こ
と
の
で
き
な
い
記
述
が
、数

多
く
見
出
さ
れ
る
点
も
印
象
的
で
あ
る
。

そ
し
て
最
後
の
「
皇
太
子
の
悲
劇
」
で
は
、
親
征
後
、
手
紙
の
受
け
取
り
手

で
あ
っ
た
皇
太
子
の
失
脚
と
康
煕
帝
の
晩
年
が
描
か
れ
る
。
 

 
全
編
を
通
じ
て
、
満
洲
語
史
料
が
縦
横
無
尽
に
使
用
さ
れ
、
そ
の
有
用
性

と
価
値
の
高
さ
が
感
得
さ
れ
る
。
そ
も
そ
も
清
朝
の
支
配
者
の
言
語
は
満
洲

語
で
あ
り
、
こ
れ
を
等
閑
視
で
き
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ま
た
、

清
朝
・
モ
ン
ゴ
ル
・
チ
ベ
ッ
ト
と
い
う
、
内
陸
ア
ジ
ア
世
界
を
動
か
す
各
勢

力
の
思
惑
が
明
快
に
叙
述
さ
れ
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
歴
史
の
流
れ
を
理
解
で

き
る
。
改
め
て
、
中
華
王
朝
と
し
て
の
枠
に
止
ま
ら
な
い
、
大
清
帝
国
の
北

ア
ジ
ア
・
内
陸
ア
ジ
ア
世
界
に
対
す
る
影
響
力
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
。
 

 
本
書
が
原
版
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、
史
料
の
出
典
が
示
さ
れ
た
点
、
そ

し
て
杉
山
清
彦
・
宮
脇
淳
子
・
池
尻
陽
子
・
渡
辺
純
成
に
よ
る
簡
潔
な
が
ら

も
鋭
い
注
が
多
く
付
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
ま
た
、
補
編
と
し
て
本
書
と
関
連
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す
る
著
者
の
既
刊
論
文
が
六
点
、
史
料
編
と
し
て
楠
木
賢
道
・
鈴
木
真
・
岩
 

田
啓
介
に
よ
る
、
関
連
す
る
五
点
の
満
洲
語
史
料
の
日
本
語
訳
が
収
録
さ
れ
 

て
い
る
。
系
図
や
索
引
も
充
実
し
て
お
り
、
初
学
者
に
も
専
門
家
に
も
有
用
 

で
あ
る
。
本
書
が
、
東
洋
史
学
研
究
者
の
み
な
ら
ず
、
広
く
歴
史
学
研
究
者
 

に
読
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
山
本
明
志
）
 

 
 


